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参考資料 

１ 札幌のみどりの情報 

（１）札幌市の都市公園の種類・一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園の配置モデル図 

 

 

 

  

街区公園
主に街区の住⺠を対象とした標準的な施設が配置された公園。250ｍ以内の距離で⾏け
るように配置され、標準規模は0.25ha。

近隣公園
主に近隣の住⺠を対象とした標準的な施設が配置された公園。500ｍ以内の距離で⾏け
るように配置され、標準規模は2ha。

地区公園
徒歩圏内の住⺠を対象とした公園でスポーツ施設や休憩施設が配置される。
1km以内の距離で⾏けるように配置され、標準規模は4ha。

総合公園
休憩や鑑賞、散歩、運動などを目的に市⺠が総合的に利⽤できる公園で、10〜50haが
標準的な規模である。円山公園、中島公園などがある。

運動公園
野球場やテニスコート、陸上競技場、プールなどの運動施設が設置されている公園。標
準規模は15〜75haで、⼿稲稲積公園、厚別公園などがある。
自然環境や景観を守ったり、史跡や名勝、動植物に親しむための公園で風致公園や動植
物園、墓園などが該当する。大通公園や札幌芸術の森などがある。
主に一つの市町村を超える広域の利⽤を目的とした公園。自然を生かしたさまざまな施
設が設置され、標準規模は50ha以上。国営滝野すずらん丘陵公園と真駒内公園があ
る。
大気汚染や 音、振動、悪臭などの公害や災害防止のために設置される。住居地と工業
地帯、交通施設を分離することが必要な場所に設けられる。
都市の自然環境の保全や景観を向上させるために設けられる緑地で、0.1ha以上を標準
としている。
災害時の避難経路の確保や歩⾏者や自転車が安心して通⾏するために設けられた帯状の
緑地。幅員10〜20mを標準として公園や学校、ショッピングセンター、駅前広場などを
結ぶように配置される。
森林レクリエーションの場として設けられる緑地で、市有林を活⽤した都市環境林と⺠
有林を借⽤して開放している市⺠の森がある。
公園以外の一般に開放された公共施設の緑地。サッポロさとらんど、河川の緑地、北大
付属植物園などがある。

その他の公共施設緑地

自然緑地

都
市
公
園

緩衝緑地

都市緑地

緑道

住区基幹
公園

都市基幹
公園

基幹
公園

特殊公園

広域公園
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（２）札幌市の地域制緑地の種類 

地域制緑地とは、法律や条例、要項などの制度によって、公有地、私有地

を問わず良好な緑地を保全している場所を指します。札幌市では下表に示し

たものが指定されています。 

  都市計画法に基づく指定 風致地区 
都市の風致を維持するために定められた地区であり、建築
物の建築など風致に影響を及ぼす⾏為について一定の規制
を設けている。 

都市緑地法に基づく指定 特別緑地 
保全地区 

良好な自然環境を形成している緑地を保全するために定め
られた地区であり、保全に著しく支障のある⾏為は禁止さ
れる。 

 

森林法に基づく指定 保安林 災害の防止や公共の福祉の増進のために定められる森林で
あり、伐採など森林の機能が損なわれる⾏為は禁止される。 

札幌市緑の保全と創出に 
関する条例 

緑保全 
創出地域 

特別緑地保全地区に準じた良好な自然環境を保全するため
に定められる地域であり、保全に著しく支障のある⾏為は
禁止される。 

市⺠の森 
⺠有林所有者の協⼒を得ながら、借地により良好な樹林地
を保全するとともに、市⺠に自然とのふれ合いの場を提供
する。 

北海道自然環境等保全条例
に基づく指定 

環境緑地 
保護地区 

市街地及びその周辺地のうち、環境緑地として維持または
造成することが必要な地区を指定し、土地形質の変更など
を規制する。 

学術自然 
保護地区 

動植物の生息地、地質鉱物の所在地で学術上保護すること
が必要な場所を指定し、植物や鉱物、火入れ、水質の汚濁を
禁止する。 

自然景観 
保護地区 

良好な自然景勝地として保護することが必要な場所を指定
し、土地形質の変更などを規制する。 

都市の美観風致を維持する
ための樹林保全に関する法
律による指定 

札幌市緑の保全と創出に 
関する条例 

道条例記念保護樹木による 
指定 

保存樹木 
保存樹林 

由緒・由来のある樹木や市⺠に親しまれている樹木につい
て指定するものであり、所有者は枯損防止に努めなければ
ならない。 
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２ 札幌市みどりの基本計画の策定経緯 

■第４次札幌市みどりの基本計画策定の進め方 

 

平 成 2 9 年 度 平 成 3 0 年 度 
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1  
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成
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指
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考
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10  
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11  

2  

 
 

2  

  

札幌市 ど の 定のた の 
市  

札幌市の ど に する や の などに

いて、市 を し、 の 定や の の

参考とするた に を しました。 

と 法 

 

札幌市 の 、1 の

3 000  

法 、 、年 の 要 の

をとって  

法 の による  

平成 30 年  

平成 30 年 22  

  3 000  

  9 2  

  32 1  

札幌市 ど の に る 
市  

参 による市  22  

年 、 、 を 良  

札幌の ど の と札幌の る ど の

に いて、 の ど 市 ま の

ど ど を し の とに

を いました。 
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4 札幌市 ど の  
市  

場 430  

、 、 の
場 の  

を 市 に して をいた とと

もに、 、札幌の ど をどのよ に して 市の

を てい を考 る として しました。 

 

市 が 問する 4 札幌市 ど の の

の 成に いて、 札幌市緑の での

とともに、 に するた 、 緑の

を し を っています。 
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３ 札幌市緑の審議会 

札幌市緑の は、 2 年 に 札幌市緑 条例 に

され、平成 13 年 10 に した 札幌市緑の保全と に する条例

に いても、 、 する ととされて 、 ど の の 定

など条例に定 れた 項に いて する 、市 の 問に て緑の

保全 よ に する 要 項を する です。 

平成 30 年 に札幌市 よ 、 の の 成を 問された と 、

に するた の を し、 を 成していま

す。 

 

20 、 21  札幌市緑の  

    第 20 次任期 平成 29 年７月～令和 元 年６月

第 21 次任期 令和 元 年７月～令和 ３ 年６月

氏 名 第 20 次 第 21 次 所 属 等 

愛甲
アイコウ

 哲也
テツヤ

 ◎♦ ◎ 北海道大学大学院農学研究院准教授 

今井
イマイ

 明日香
ア ス カ

   札幌弁護士会 

小
オ

篠
ザサ

 隆生
タカオ

  ♦  北海道大学大学院工学研究院准教授 

小澤
オザワ

 丈夫
タケオ

   北海道大学大学院工学研究院教授 

片山
カタヤマ

 めぐみ  ♦ 〇 札幌市立大学デザイン学部講師 

小泉
コイズミ

 章夫
アキオ

 〇♦  北海道大学大学院農学研究院教授 

小西
コニシ

 利枝
トシエ

   札幌商工会議所女性会 

佐々木
サ サ キ

 貴
タカ

信
ノブ

   北海道大学大学院農学研究院教授 

島田
シマダ

 明英
アキヒデ

   自然ウオッチングセンター代表 

下村
シモムラ

 勝子
カ ツ コ

   札幌市民生委員児童委員協議会 

関
セキ

 剛
タケシ

   
国立研究開発法人森林研究・整備機構  
森林総合研究所 北海道支所 

竹内
タケウチ

 督
タダス

   公募委員 

竹澤
タケザワ

 美千子
ミ チ コ

   公募委員 

巽
タツミ

 佳子
ケイコ

   公募委員 

豊島
トヨシマ

 宣恵
ノブエ

   一般社団法人北海道建築士会 

福田
フクダ

 菜々
ナ ナ

   北海道科学大学工学部建築学科准教授 

三上
ミカミ

 直之
ナオユキ

  ♦  北海道大学高等教育推進機構准教授 

山本
ヤマモト

 泰志
ヤスシ

   公益財団法人北海道環境財団 

吉田
ヨシダ

 剛
ツヨ

司
シ

   ♦  特定非営利活動法人 EnVision 環境保全事務所 

 ◎会長、〇副会長、♦部会委員 
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４ 第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査 

の 要 

札幌市では、市 3 000 を に、 ど の や ど

などに いて、市 を し、 の 定や の の参考とする

た に を しました。 

 

 

 

 

 

 

 

の 問 要は下 のと です。 

  

と 法  

札幌市 の 、1 の 3 000  

法 、 、年 の 要 の をとって  

法 の による  

平成 30 年 平成 30 年 22  

の は 9 2 で 、 は 32 1 となっている。 

なた の とに いて 平成 30 年 4 1  

 

札幌の ど に いて 

の 度 札幌の 札幌に している ど  

市 や 、 が して して で しい と 

 

公 に いて 

さな公 に いて な公 と に ると良い  

 

に いて 

した との る の の  

の 法 

 

の ど に いて 

の公 の緑 の 度 の の緑 の 度  

の公 に しい ど ど を やして しい の  

 

に いて 

の なはた まい の の有  

に する の に いて 

 

ど の に いて 

の参 の有 参 の っ にな な と  

参 したい 参 したい の場所  

に する と 

 

の   
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の  

 

  

問2 2 札幌の として い ものは、どのよ なもの てはまるもの全てに

68.8

65.5

55.0

53.4

50.0

46.9

46.6

44.9

30.1

19.2

15.2

10.3

0.5

1.0

0.5

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

手稲山や藻岩山など山並みの見える風景

大通公園周辺の風景

北海道大学の並木や農場などの風景

中島公園など大きな公園の風景

豊平川などの川のある風景

街路樹や庭のみどりがある住宅地の風景

身近な公園の風景

自然歩道など森林の中の風景

建物とみどりのある都心の風景

ハルニレなどの樹木がある風景

玉ねぎ や牧草地などが広がる風景

果樹園などがある風景

思い描くもの ない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問2 3 札幌の ど に する で、 が していると てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「公園の再整備と機能の見直し」が約35％
で も多く、次いで「市民ニーズに対応し

た公園の充実と管理・運営」が約31％で
あった。

【年代別の傾向】
上位３位はおおよそ全体と同様の傾向を示

したが、10～40代は「都心の施設（建物）

のみどりの充実」、80代ではボランティア
に関する回答が上位となった。

【子育て世帯】
「⺠間の活⼒を活かした公園の充実」が上
位となった。

問2 4 ど を るた に して で しい とは てはまるもの全てに

60.5

48.2

42.7

38.9

29.1

26.6

21.0

19.8

16.7

1.9

3.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

健康づくりに役立つ、公園や自然歩道の整備

街中にある休憩できる小さな空間などの緑化

子育てに役立つ公園の整備

森林の保全

都市景観の向上のための建物…

道路空間の緑化

生物多様性に配慮した緑化

冬でもみどりを楽しめる屋内緑化

農地の保全

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「健康づくりに役立つ、公園や自然歩道の整
備」が約61％で も多く、次いで「休憩できる
小さな空間などの緑化」が約48％、「子育てに
役立つ公園の整備」約43％であった。

【年代別の傾向】
50、60代では他の年代よりも「森林の保全」
の要望が多くあった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯は全体と同様の傾向であったが、
子育て世帯以外は、「森林の保全」が上位と
なった。

【全体の傾向】
「山並みの見える風景」が約69％と も多
く、次いで「大通公園周辺の風景」とが約
66％であった。

【居住区別の傾向】
中央区では「中島公園などの大きな公園の
風景」、白石区・豊平区では「豊平川など
川のある風景」、北区では「北海道大学の
並木や農場などの風景」が多く、居住区内
もしくは近隣のみどりを原風景として思い
描いている傾向が見られた。

 札 幌 の ど に い て

34.6

30.6

26.9

24.2

21.9

20.1

20.0

18.6

18.3

16.6

13.9

3.1

12.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40%

公園の再整備と機能の見直し

市民のニーズに対応した公園の充実と管理・運営

札幌の気候・歴史・風土にあった魅力的な景観…

都心の施設（建物）のみどりの充実

地球温暖化に配慮したみどりの保全と創出

民間の力を活かした公園の充実

公園や花壇のボランティア活動の支援

生物多様性に配慮したみどりの保全と創出

みどりづくりや保全への市民の関わりを増やす

公園や森林などのみどりをつなぐ

森林保全のボランティア活動の支援

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

札幌の気候・歴史・風土にあった魅力的な景観の保全と創出
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問3 1 1 の さな公 は
されていると てはまるもの に

【全体の傾向】
「活用されている」「どちらかといえば活用されてい

る」を合わせると約56％が活用されているとの回答で
あった。

活用されている

24.9%

どちらかといえば

活用されている

30.8%

どちらかといえば

活用されていない

23.6%

活用されていない

9.8%

わからない

9.9%

無回答

1.0%

（Ｎ＝９６２）

問3 1 2 の さな公 の はど なっ
てい と良いと 。 てはまるもの全てに

55.5

19.3

18.8

10.1

9.5

10.7

2.2

0% 20% 40% 60%

地域が活用できる場として貸し出す

公園の数を減らす

公園内の施設の数を減らす

清掃や草刈などの回数を減らす

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「地域が活用できる場として貸し出す」が約56％で

もっとも多かった。

問3 1 3 地域が で る場として し す場 、どのよ な とに したい 。 てはまるもの
全てに

【全体の傾向】
夏～秋の利用では、「夏まつりなどの

イ ントの場」、冬の利用では「雪置

き場」が多かった。

【年代別の傾向】
夏～秋の利用「バー キュー広場」
は、年代が低くなるにつれて要望が多

くなった。10～30代では半数以上の回

答があった。

30、40代の冬の利用は「雪置き場」が
80％程度であり、他の世代に比べニー

ズが高かった。

59.1

36.0

26.9

24.0

3.2

6.1

66.8

27.8

2.3

5.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

夏まつりなど、イベントの場

バーベキュー広場

ガーデニング

地域みんなで使える菜園

その他

わからない

雪置き場

イルミネーションやスノーキャンドルなど、

冬ならで のイベントの場

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

用

冬

用

問3 2 札幌市の な公 300 1 000 と に ると良いと は ては
まるもの全てに

51.6

36.6

21.6

21.4

21.3

20.9

11.3

5.1

1.9

0% 20% 40% 60%

（ やレストランなど）

（ ン ニ ンスストアなど）

保育園

有 場

（地区 ン ーなど）

施設

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「飲食店」は約52％、「売店」は約37％で要望が多
くあった。「保育園」「有料駐車場」「集会所」「高
齢者福祉施設」は20％程度であった。

【年代別の傾向】
10～70代では上位2位は、全体と同様の傾向となっ
た。3位となったものは、20～40代では「保育所」、
50～60代では「有料駐車場」60、70代では「高齢者
福祉施設」で、各年代のライフスタイルに関わりの大
きいものが選ばれる傾向にあった。

 公 に い て
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問4 1 1 した との る はどれ てはまるもの全てに

【全体の傾向】
利用経験の有無は、ほぼ半数に分かれた。利用したこ
とのあるルートとしては、「円山」が約33％でもっと
も多く、次いで「藻岩山」が約28％であった。小学校
等の遠足などで利用されているルートが多い結果と
なった。

【居住区別の 】
中央区では「円山」、南区では「藻岩山」、西区では
「三角山～盤渓」、手稲区では「手稲山北尾根」「平
和の滝～手稲山」が他の区に比べ多く、居住区内もし
くは近隣の自然歩道を利用している傾向が見られた。

 に い て

32.8

28.0

10.5

9.3

7.1

5.2

4.6

2.5

49.5

2.4

0% 20% 40% 60%

山ルート

藻岩山ルート

平 の 手稲山ルート

山 ルート

レ の森ルート

・有 ルート（ 山）

手稲山北 ルート

中の 小林 ・ ルート

用した とがない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問4 1 2 をどのよ に してい
る てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「ハイキング」が約64％で、「自然観察」が約50％
であった。

【年代別の傾向】
20代、60～80代以上では「自然観察」が50％以上
で他の年代よりも多かった。

64.4

49.7

4.3

7.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

ハイキング

自然観

トレイルランニング山道を る と

その他

無回答
（Ｎ＝ ６ ）

問4 1 3 をどのよ にすると いやす
いと てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「トイレや休憩所など施設を充実」が約61％、次いで
「地図やパンフレットなどの情報の充実」が約48％で
あった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯では、「駐車場を充実」が子育て世帯以外に
比べニーズが高かった。

60.8

48.2

39.8

28.9

28.6

28.4

25.3

3.5

4.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

トイレや休憩 など施設を充実さ る

地 や ン レ トなどの を充実さ…

場を充実さ る

道を歩きやすくする

公 通を充実さ る

草花などの を設置する

を充実さ る

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問4 1 4 をどのよ に したい てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「健康づくりの場」「自然観察や環境学習の場」が
60％程度で高いニーズがあった。「利用者同士の交流
の場」や「観光客などが自然と触れ合う場」は20％程
度であった。

【年代別の傾向】
「健康づくりの場」「自然観察や環境学習の場」 はす
べての年代で上位となった。10～30代では、「観光客
などが自然と触れ合う場」、60～80代以上では、「利
用者同士の交流の場」が多かった。

58.9

58.8

19.6

19.3

6.5

4.6

3.5

4.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

い い な世代の健康づくりの場

自然観 や 学 の場

用 の の場

観 などが自然と れあ 場

自然歩道の などボランティアの場

活用したいと思わない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

他の利用目的に比
べ「手稲山北尾根」

が多い傾向
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 の ど に い て

問 1 1 の公 の緑 は ている
と てはまるもの に

【全体の傾向】
「足りている」「どちらかというと足りている」の合
計は約38％、「足りていない」「どちらかというと足
りていない」の合計は約47％であった。

問 1 2 の の緑 は ていると
てはまるもの に

りている

10.5%

どちらかとい と

りている

27.3%

どちらかとい と

りていない

33.5%

りていない

13.5%

わからない

13.3%

無回答

1.9%

（Ｎ＝９６２）

りている

9.4%

どちらかとい と

りている

22.8%

どちらかとい と

りていない

34.7%

りていない

18.6%

わからない

13.1%

無回答…

（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「足りている」「どちらかというと足りている」の合
計は約32％、「足りていない」「どちらかというと
足りていない」の合計は約53％であった。

問 1 3 の公 にどのよ な ど が るとよいと てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「休憩できるまちかどのみどり」は約67％で も
多く、次いで「植え込みなどのみどり」は約43％
であった。

【年代別の傾向】
30～50代では、「屋上緑化」が40％程度で、他の
年代に比べニーズが高かった。

66.9

43.1

29.9

29.3

18.7

10.4

0.9

4.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

物がある休憩できるまちかどのみどり

え みなどのみどり

屋上緑化

ラン ーや花を中心としたみどり

屋内緑化

緑化

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

問 1 4 のどのよ な に ど を やして しい てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「札幌駅前広場」との回答が約60％と も多かっ
た。「医療施設」「商業施設」「文化施設」は30
～40％程度であった。

【年代別の傾向】
10代では、「札幌駅前広場」が約86％で突出して
高かった。

20～50代では「商業施設」（40％程度）、50～
80代以上では「文化施設」（30～40％程度）が他
の年代に比べニーズが高かった。

普段利用する機会の多い施設に対するニーズが大
きい傾向が見られた。

59.5
36.9

34.3
30.8

17.6
17.2
15.8

4.1
2.4

7.7
2.8

0% 20% 40% 60%

札幌 広場

施設（ など）

施設

化施設（市民 ールなど）

施設（ ィスなど）

市役

住居（ ンションなど）

場

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

民間施設で
緑化が足りていない

印象が強い
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問 1 した の はた としてどれ
が と てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「四季を感じさせる」が約71％で も多かった。「札
幌らしい街並みをつくる」や「木陰のある快適な歩道
にする」は60％弱の回答があった。

 に い て

70.6

57.7

56.2

22.1

16.6

1.6

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

を さ る

札幌らしい街並みをつくる

木 のある な歩道にする

通の 全性を める

の広がりを する

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問 2 まいの に は る てはま
るもの に

ある

77.3%

ない

17.5%

わからない

4.2%

無回答

1.0%

（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「ある」との回答は約77％であった。

問 3 札幌市の に する に いて、ど てはまるもの に

【全体の傾向】
すべての取組において「望ましい」との回答が70％以上と多くあった。特に「札幌の気候に適した種類に替えてい
く取組み」は約85％が「望ましい」との回答があった。

まし

い

84.5%

ましくない

3.3%

わからない

11.5%

無回答

0.7%

（Ｎ＝９６２）

まし

い

70.6%

ましくない

13.2%

わからない

15.3%

無回答

0.9%

（Ｎ＝９６２）

まし

い

77.8%

ましくない

7.0%

わからない

14.7%

無回答

0.5%

（Ｎ＝９６２）

を札幌の に
した に てい

の市 や が にする の
を、 てる

い の や に の る
を する

問 1 ど の に参 した とが る てはまるもの に

【全体の傾向】
活動自体を「知らない」との回答が約54％で半数以上となっ
た。「知っているが参加したことがない」は約39％で、「参
加したことがある」は約7％であった。

【年代別の傾向】
10～50代では「知らない」が多く、年代が低くなるにつれて
割合が多くなった。10代では90％以上が「知らない」と回答
した。

60～80代以上では「知っているが、参加したことがない」の
割合が多かった。

 ど の に い て

した とがある

6.5%

っているが、

した と ない

38.7%

らない

54.0%

無回答

0.8%

（Ｎ＝９６２）
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問 が れ また、どのよ なと に 参 したい てはまるもの全てに
問 1の っているが参 した とがない の の

【全体の傾向】
「活動場所や時間の自由度」が約44％で も多く、次
いで「活動場所や内容などの情報が手に入る」が約
36％であった。

【年代別の傾向】
10～40代では「若い世代が参加しやすい工夫」「1人で
もできることがあるとき」が多かった。50～60代では
「参加の申込などの簡略化」、70～80代以上では「町
内会行事として開催するとき」が多かった。

20代、40代では「交通費程度の費用の支給」が30％程
度と他の年代に比べ多かった。

44.1

35.8

26.9

24.2

21.0

19.9

12.6

7.8

9.1

1.9

0% 20% 40% 60%

活動場 や 間の自

活動場 や内 などの が…

でもできる とがあるとき

の し みなどの 化

い世代が しやすい

内 として するとき

通 の 用の支

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝ ２）

問 3 、どのよ な に参 したい てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「清掃活動」が約47％で も多く、次いで「花植えや
手入れ」が約26％であった。「樹木の手入れ」「イ
ントのお手伝い」は20％程度であった。

【年代別の傾向】
10～30代では「イ ントのお手伝い」が多く、年代が
低くなるにつれて割合が大きくなった。

47.4

26.3

20.9

20.4

18.6

8.0

7.3

11.5

2.4

11.6
1.9

0% 20% 40% 60%

み いなどの清掃活動

花壇の花 えや手 れ

いなどの樹木の手 れ

りや観 などイベント…

公園内で子どもの見 りなど…

など公園施設の 理

生の草刈り

したくない

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

問 4 どのよ な場所で に参 したい てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「身近な公園」が約61％で突出して多く、次いで「大
きな公園」「都心部」との回答が多かった。

【年代別の傾向】
10～30代では「大きな公園」「都心部」のニーズが他
の年代に比べ多く、60～70代では「道路沿いの緑地や
花壇」が他の年代に比べ多かった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯では、「身近な公園」の割合が高く、子ども
の年齢が低い世帯ほど、その割合が大きくなった。

60.8

20.0

15.0

13.7

10.1

8.7

12.3

1.7

9.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

身近な公園

大きな公園（ 山公園、 が…

都心 （大通公園、札幌 な…

道路 いの緑地や花壇

川 いの緑地や花壇

の森林

したくない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問 に参 する 、 を する てはまるもの全てに

【全体の傾向】
「公園や森林をきれいにする」「札幌の街並みをきれい
にする」が約50％で多く、次いで「花やみどりに囲ま
れて癒される」（約40％）「健康になれる」（約
29％）であった。

「自己研鑽」や「周囲から認められる」は10％以下で
あった。

【年代別の傾向】
「健康になれる」は、年代が高くなるにつれて割合が大
きくなり、80歳以上では約43％と他の年代に比べ多く
あった。

50.1
49.8

39.7
28.9

18.5
10.7

8.5
2.3
5.2

1.8
7.2

3.3

0% 20% 40% 60%

公園や森林をきれいにする

札幌の街並みをきれいにする

花やみどりに まれて やされる

健康になれる

間ができる

公園や森林の管理 を ート…

自 ができる

周 から められる

するもの ない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）
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５ 札幌市みどりの基本計画検討に係る市民ワークショップ 

の 要 

を 定するに た 、市 の を に れるた に

しました。 

要  

 平成 30 年 23 13 00 1 00 

場 所 札幌  札幌市 3 条 3 1 44  

参 による市  22 年 、 、 を 良  

     、  

     札幌市 ど の  4 、   

 

市 は 下の れで しました。 

札幌の ど に いての  

の と に いて

したの 、札幌の ど の 、札

幌の ど の と に いて を っ

た。 

し いの となる の ど

市 ま の ど ど を し

に いては、市 の なども

なが 、札幌の ど の を 下

て した。 

3 の に れて  

の し いは、 の ど

市 ま の ど ど を し

の とに の に れて、

の に いて、 の 、

の し、 によ

の を った。 

 いて、 の を問いなが 、 ど によ

って っている と、 になっている とに

いて を った。 

の を全 で 有 

の し いは、 での

を参考にしなが 、 との に

いて を った。 

の で し われた を ま なが

、 の ど の がどのよ な

になっていた いい 、また れによ どのよ

な たな が まれるの に いて

し、 に いてのまと を った。 
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の  

 の ど  

 

 

 

 

 

 

 

 

っている と、た になっている と 

に が る とで札幌 しさを る。 

公 などは、 どもや などの の場や になる。 

ど は の 地になっていて、 に る とがで る。 

ど は の とな 、 や の になっている。 

の しい を る とに ながっている。 

、 の に ながる。 

ど は の保 札幌はま ま ない にもな 、 の などは やされ、

になる。 

ど は にも ながる。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

と考 る たな  
  

の や が札幌 しさを ど の保全と をすす る。 
ども まで が る場にする。 

市 の 、 の で てる の ど 。 

ま な の ど が な 、 地など、ど ど ど が っていて、 ど を

に い 市 になっている。 

地域によって ど の の が る。 

や 、 など などとの が しい。 

などが する。 

  

など ど の る が れいで、札幌に ると ど の良さを る。 

など、 を る。 

ま な や に や ど が る。 

がで る ど が る。 

公 など ど が 、 の 、 公 、 、 などは ど

が い。 

など、 の が する。  

地に が に や ど が

で る公 を。 

れいな 、 の ど の しを。 

市 の などは緑 を る を

、札幌 しさを し にも な

る。 

っている 地を すた 、 の 地を保

して市 などに する。 

で なが に いので、 に た

や ども の に し、 の良い 市

を 指す。 

の や で札幌 しさを 、

の参 などを して どもに

する。    

と の 。 

ど は にも ながる。 

ど は の保 、 され、 になる。 

の 。 

いの場、 いの場。 

札幌 しさを にも な る。 

地 の までの をする。 

例 など  

など、 ど に する

い の場と、 の を る。 

さ ではな 、 な も れる

よ な市 が た 良い。 

のた でな 、 でいる が

良 なるよ にする。 

さま まな が ど に れる場

など を る とで しの を 。 

などの な 定で、 との

、 な の

を 。 

や や 、 とも 良 す。 
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 市 ま の ど  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っている と、た になっている と 
年 まで の の場になる。 

公 などは て に をもた し、 さな どもを して る場とな

っている。 

が 場にな 、に や さが、 成の になっている。 

の が れし な 、 の が 、 を っていて しい。 

札幌の ど を する とが に ながる。 

市 ま の ど が に ながる。 

は に を し、 し る。 

公 での など、 ど を し とに ながる公 を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

と考 る たな  
 

  

市 でな 、 の に で る を し る ど が るま 。 

に れ れ、 を にする ど が るま 。 

の ど が な 、 がさ れてしま 。 

の緑 など、 市と ど の が 要。 

の ど が っている。 

や に ど を やす を。 

の の が い。 

の が るなど、 や 地の ど の が いていない。

定  

 

 市 として、 れるま にする 。 

した公 の など、 どもが 場の を。 

公 の の を る 要が る。  

 

公 の が れい。 

公 は い が 、市 でも で し る。 の など、 に

た なる場が る。 

など る ど の が れい。 

地の に など るなど の ど が る。 

や の などに を ているた 、 な ど が れい。 

地など、 しと が 、 公 など に れ れる公 がま な や

に るのが良い。 

場の を る が て良い。もっと っても良い。 

 

 

な ど や が れいな は、 を や
し、 し る。 

を し る を で る ど を
やし、 の にも ても る場

を。 
を し る ど 、 わいを ど

が 要。 
に した、 公 の し、

の公 の参 を す を。 

 

ど を やし、 札幌に た にも良いと
っても る で る を。 

の緑 を 、 ど と した を 指
す。 

な 市 や の に 、
と ど の や、 の

が 要。 
を するた の制度や を し、

の 参 など、 が
を。  

市 とともに で る 制 が
要。 

さな公 を する とで、地域の が
で る場や 成の場と

なる。 

を にする ど 。 

の が し な の が 。 
市 ま の ど が に。 

は に を  

し、 し る。 
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 ど を し と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

っている と、た になっている と 
は に なが 、 の が に。 

ど を し とが で る 、 となる。 

ど を し とは、 を 、やす とな 、 にな 、 の を ま

ている。 

いの緑地などは、市 の いの場、 いの場になっている。 

ど を し とは、 どもの に なが 、 の場になる。 

さい ど に わる とで になっても ながってい 。 

とに ている の が っている とが し になる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と考 る たな  

  

ど を っ に、 と の が に るま 。 

札幌の ど を 、 、 、 ま 。 

ど を し 場や に参 する が ない。 

は ではないた 、もっと して が まると良い。 
の 、 に ど を やす っ となる が

ると良い。 
 
 

の で を の が 。 
 

の が で る が 要。 
な 場に わ た参 の と 法を。 

 

 

ど に わる場や の など が る。 
公 が どもた の 場になっている。 

公 や が の の場になっている。 
や の る が の場になっている。 

公 の や など、 ど に する や
に た が 、良い を ている。 

 
どもの の ど に わる場が、 になっても ど に れ 成に な

がっている。 
 

のよ な、市 を 市 が考 する場が ると良い。  

ともに で に る。 

全 して とがで る

になる。 

ま な で な 、

がで る。 

の のた の  

などさま まな と した

成 が やすい や、

との 有 、 が に

なる。 

公 や とで、ま が 指す な

を とが ではない 。 

市 が ど の を る とが

、 、 、 など 。 

の のた な

をする。 

が 、 てる が を 。 

な し が し、 、 が

で ている。 

と の わ 、 さい

に し 、 の

などの を。 

の を考 、 する 、される も

の や でも し る が ると

良い。 

参 しやすい など、 な

がされている。 

など しい を た

を 。 
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参

考 

 

 

６ 第４次札幌市みどりの基本計画市民グリーンフォーラム 

の 要 

市 は、 の を 市 に して

をいた とともに、 、どのよ に札幌の ど を して 市の

を てい を考 る として しました。 
 

要  

 平成 3 年 2 10 00 1 00 

場 所 札幌 地下 3 条 場  

 市  

 示、 、  

 札幌市 

 札幌市 、 、 の  

 

 

示 

の に いての

要、 の や の 定な

どに いて札幌の な ど

の を て した。 

 市緑 の 、

市 の 例に いて

した。 

 

の に いて、市

の さ に を った。 

 

 

 

 

 

 

札幌 の に た ど の し  

 

    
   札幌市緑の  

 

    
 公 法 市緑    
    
 市    
    

   札幌市緑の  
    
 札幌 ま  

場  

    

 130  

 110  

 190  

 11  

 4  
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考 

 

 

 

 

 

 

 

の  

  

の を っていた とともに、 ど

の に する 、 の す に して で

しい とに いて、 をいた を しました。 

は、 市 の と し いた いた で、 の す

の するもの の を い、 を まし

た。 

で しい と 

 と の 1   

な をもった をして しい。 

と の に た などの の 成をして しい。 

 市の の 19  

の ど を して しい。 

市 や との による をして しい。 

 の有 1  

公 や など の ど を した に で しい。 

の る ど  

 地域 の 成 1  

地域 の 成に た ど の が るとよい。 

ど を した地域 を 場が しい。 

 
 

、 ど の に いて 

を れた 

に でいてよい。 

でも る るま を 指す。 

わ やすい。 

れ れの に いて、 を れた 

との が が 。 

して しい、 ど れるま 。 

公 に を てる を してい ないとい ない。 

どもた に地 保全に いての をして しい。 

の の な の に いて、 が された。 

 

る の を考 て しい。 など  

公 の緑 に を れてはど 。 がな の の 所が い。 

が な公 が ると良い。 

の がわ ないので、 札を て しい。  

市 

場所になるよ な緑地が ると良い。 

れしてる がいて な になっている。  
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札幌 の に た ど の し

を に、有 、 、 の による

を い、 れ の札幌 の ど の を考 る場としま

した。 

の に いて 

札幌市 ど の ど の  

の に いて  

の ど の と に いて  

 

  

を の にど してい  

の には、 、 に

、 が った。 

1、 が わいを 要な と

なる。 

と な としての

が 要。 

場所 の たな をどのよ に  

私有地や 、 有地 公有地

の などを した

が されている 例が る。 

れ の では、

も て わいが されている。 

に まれた 場所がどのよ に している  

や では、 市の

に ど の を さ

、さま まに される を、

に している。 

札幌 に る っ の  

表 でな 、 にも ど を

する とがで る。 

札幌市に いても、 でな 、

や と になって ど の の

に でい 要が る。 
 

公 法 市緑   

市の緑 3 表 、 ど の 定制度

に いて 

などを緑 し、 る とので る しや の場

などを する とで、 としての が に

ながっている。 

市の緑 表 では、 ど なま に する

の れた を表 している。

では、 に する 緑地の を

に 、 定している。 

表 制度によって、 が やす なるとともに、 に なが

っている。 
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市   

例の  

や

では、 な いや の場

となる でな 、 などを

い、に わいを している。 

などの をもとに、 を

を している。 

法 に いて 

や、 、地域 、 など、さま

まな 場の による で、 の

有を 、 を る とが 要。 
 

札幌 ま   

公 での に いて 

ま な の を し、 に わ た

、 わい に と し でいる。 

の  

による ど に する が

されている。 

と公 の を たま に

て、 を い、ま の

を している。 

 

な が わる での な に いて 

を る とで、 が になってい 。 

札幌 に いても、 ど による が に されるとよい。 

が に わる の に いて 

れまで ど は、 のた で ったが、 は のも

のの が れて ている。 

な考 で、地域 などと してい 要が る。 

などさま まな た の による に いて 

ととして る とが 。 

さな の によって てい とが 要。 

札幌 の ど の や に いて 

地 の 、 の 、 や の の

の 、 る 、

の 、 しやすさ、 地の良さが まれ

る、のどれ に し と良い。 

でも で をで るよ な ど が有 に ながるとよい。 

に ど に わ たい は はいる。 との がま

に がってい とよい。 

に して になるよ な が 。 などに

さな ど が ると、 なま に まれ わる。 

まと  

の緑 に して になるよ な が 要。 

の ど は ではな 、 ど のものに が る。 

なども て、 もが る ど が有 に ながる とで、 な

ま に まれ わる。  
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７ 札幌市みどりの基本計画 案 に対する意見募集 

の 要 

札幌市では、 ど の に いて、 市 に 、市 の

を参考とし、よ 良い としてい た に を

しました。 

  

年 2019 年 11 29 2 年 2020 年 1

1 まで 

 場所 

札幌市 ど の ど の 1 条 1  

1  

札幌市 所   市 行 、

 

所  

 

札幌市  

 法 

札幌市公 の 、 さっ 12 の 、

の  

 の 法 

、  、 、 の 、 参  

 

の  

  

9 1  

  

区 中央区 北区 東区 白石区 厚別区 豊平区 清田区 南区 西区 手稲区 不明 合計 

人数 3 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 9 

件数 8 0 1 1 0 1 0 3 2 0 1 17 

 法  

提出方法 郵送 ＦＡＸ 
電子メー

ル 
ＨＰ 持参 合計 

提出者数 2 0 2 4 1 9 

構成比 22％ 0％ 22％ 45％ 11％ 100％ 
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 項  

分類 件数 

第１章 はじめに 0 

第２章 現状と課題 0 

第３章 重視すべき視点 0 

第４章 基本理念とみどりの将来像 0 

第５章 目標 0 

第６章 計画の体系と施策 14 

第７章 推進プログラム 0 

第８章 各主体の役割と進行管理 0 

参考資料 0 

全体・その他のご意見 3 

合計 17 
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の 要と札幌市の考  

市 の さま いた いた に いては、要 や して して

ます。 

意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性１ 持続的な森林保全・活用 

 01 どもの と する

を やし、 とは 、

の にいると 地よいの な

ど、 考する を やす 要が

る。 のた に、 に の が っ

た は、 が を示した 、

の を例に な を考

る 要が る。 

札幌市が保全している 市

の を して、

を している

が、地域の を に

などの を って ました。   

は、 のよ な が ま

ってい よ に してまい ま

す。また、 市 などの

に いては、 などを い

に してまい ます。 

P74 

02 い た でも を よ

に、 の の を し

た 、 のよ な の

を した 、 の

を るなど や にも

して しい。 

 

のと 、 い た が

に し とは、 な と

と考 て ます。 

の の に

ましても、良好な を保

全しなが 、市 が に に

れ とので る場を

し、 や などの

の を

してい ととして ます。 

、 を 、 れ

た にはどのよ な とがで る

の に いて、いた いた

も参考にさ ていた ます。 

P74 

 

03 は の での や

、 、

は の を した

場や を した

の 定など、

の な を して

る場所を して しい。 

P74 
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参

考 

意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性２ 生物多様性に配慮したみどりの保全 

 04 ど は地域の を保全

し、 の となるな

ど 要な を たしている とは、

全 で る。 に

した ど の保全が 要な で

るな 、公 での 、

は ないよ にして しい。 

札幌市 市公 条例では地域に

した など な場 を

公 での の を し

ています。また、 に いては、

の に い 公 では

公 に の

を いしていると です。 

は、 や 市の

も なが 、

に いて してい ます。 

P77 

方向性７ 街路樹のメリハリのある管理 

 05 よ の を って、 を

さ て しい。 

が ている所が

れ、 になっていない。

が な のと緑の

が れないた 、 の

に して しい。 

地 の に を

するのではな 、

と して を すよ に

をして しい。 

有地の の に が

される が っている。

の は、 に しない、

し は さ る条 を る

要が る。 

の 地 の 、

が されていない。 を

するよ 、 に して要 をして

しい。 

は、 な緑として

や を るとともに、

ど な を 成する で

要な を たして 、 市

の ど として 要 なもの

です。  

を に て、 全

しい として 成して

い た 、 が してい

る に いては、 に

に した をする とや、

の い に いては、 たに

を ない の も

して ます。また、 や

要 に いては、 の

る などに で

い ます。 

な 、 や の

によ の が

と れる場 には、

に は する とを

条 としていると で 、

も が保全されるよ

に してい ます。  

P90 
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意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性９ ニーズに応じた安全・安心な公園の再整備 

 06 公 での の が さ

れていた 、 どもや が

や などを とで る

の が、 いと

に るなど、 が

ではない。 ので る公 を

やした 、公 や の

を い、 や 、

などに する でも、

や の とな

る。 

公 の に いて、市で

は れまで、公 の や の

を考 なが を

すす て たと で 、公

の などの に いて

は、 の のた

でも で るよ に したと

です。 

は、 の の

10 にも ると 、 や

など の や な の

成のた 、 な

ど に た公 の

に いて してまい ます。 

P94 
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意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性 10 公園の適正な管理と活用の推進 

 07 公 の で、 、

、 、 いが が されて

いるのが になる。 は地域の

の が されていた。

のない、 全な場所を する

とを に、公 を いし

たい。 

もが 全に して公 を

する とがで るよ 、 な

に るとともに、公

の や に地域が参 す

る を やし、市 の 度や

公 に する を なが 、

よ 良い公 を ってまい

ます。 

P98 

08 公 や 公 、 公 、

公 、 公 など、札幌

市の 市公 はとても が

れるた に しい にな

る。 も、 市で なが も、

の な を し

て しいと 。 

の 4 では

な さっ を

として 、 は

を保全し 、 る公

に てまい ます。 

P98 

 

○ICT 活用 

09 公 には の も

れるので の は 要で

る。公 の や を に て

も で、 の表示 で

で る。 地 や

の によ 、

や が な なってしま

が る。 

札幌市では、

の に い、 しの 度の

、 の を

するた 、 の な

を て ます。 

に ましても、公 の

さ なる の 、

の のた 、 の

に でまい たいと考 て

ます。 

また、 に ますと 、

表示 と しなが な

に た てい たいと考 て

ます。 

P99 
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意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性 10 公園の適正な管理と活用の推進 

 ○プレーパークの場の提供 

10 は、 どもた の

の や の の

成、 の の や公 の

など、 な が

るた 、 下の を要 する。 

の を

いて る の を て

しい。 

場所とするた 、

としての の

を して しい。 

 

公 は市 の さ が する

場所で る と 、 の

とな ないよ に、公 に

で る には制 が ます。 

、 の に いては、

が する

保 、 が する

公 の や などの

の に って ている

です。 

また、札幌市 ども では

の を 市 の

に っていた とともに、

たな い を する とを

に、 や

公 での を

、 を っています。 

の

の として、 と 地の

の

な を する として

成 、 市の

の 例 を

、

に わる の 全 の

を るた に 全

を して ます。 

 

 は、公 を の

の場としてよ 有 で

るよ に、 で しな

が でまい ます 

 

P100 

11 の 場 の

でな 、 どもの や を

には と が 要で る。

のた 、 の

に を いで を する

とや、

や

、 などの の

を るなど、 を 、 、

ててい に を れて しい。 

P100 
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意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性 10 公園の適正な管理と活用の推進 

 12 の で 地域 の

成 が れているのがとても

良い。 は、 どもの

全 成の な ず、地域

を 成する場となる が

いた 、公 の の を

場や、公 に る の

など、 な を市

とともに する場としても、

して しい。 

は でな

れを る た の を

するもので、地域

の 成に いた る と

して ます。 

のと 、 な と

を し 場や する

場を するとともに、公

の には、 や地域

の を し、

よ の地域の を れ

れるよ てまい ます。 

P100 

方向性 11 自然を知り・守り・つくり・活かす活動の推進 

 ○環境教育の推進 

 13 地域の や公 に いて、

の の が に さ

れ、 や を する を

年 して 、 の が

成 る。 

とは、 を する

と る で 、

での や の は

て しい。 

に いては、

が や の さなどを

しなが 、 に する を

る とがで るよ 、地域の

に し や な を

して 、 れ の の

に たっては、 に いて

の に していると

です。 

も、 の を す

る や、 を し

の保全に する 度を 成して

まい ます。 

P105 

 

  



1 0 

参
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意見の概要 市の考え方 

第 6 章 計画の体系と施策 

方向性 14 協働によるみどりづくりの仕組みの充実 

 14 な で る との

は には し

、地域の と に考 、 を

し、 いでい

が ない。

の で、

の や が

の 保も よ され、よ 良

いものとなる とを する。 

札幌市では公 や

、さっ

などの

の を いなが ど

を 、 は に

ます。 

の 14の

の に ると

、 は、 の

や が、よ 良いものに

なるよ に でまい ま

す。 

 

P109 
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意見の概要 市の考え方 

全体・その他 

 15 

の が と れる の

が、 で されている。 の

を するよ に、

に要 す 。 

に いては、 が の

を して 、 全 に い

ても を っているものと

して ます。 

、 な が にな

った場 は、 に してい

たいと考 て ます。 

 

16 場の 法に いて や

がされているが、 の や

場の 保などは して し

い。 

札幌市では、 の 市

の 場に いて、平成 2 年

29 年度に市 や を

て、保全と に いての

を してまい ました。 

の の で、 地の

に いて、 の を れずに

の を 、 場など

の も わない ととな 、

は を っていると

です。 

 

17 の や は、

を る とが 、

を し、 する が る と

で、 の や が に

な 、 が し、 や

の にも がるはずで

る。 では と の に

する な い いが 、全

に す 。 

では、 などの

を保全し、 の が を

、 に れ い、 する と

を の としています。 

に ました、 の

が を し、 する が

るよ でまい ます。 
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